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全国防犯運動

善と悪わきまえられる君の年
＝10月11日～10月20日＝

行
楽
の
秋
。
家
族
そ
ろ
っ
て
出
か
け

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
留
守
宅

の
カ
ギ
は
か
か
っ
て
い
ま
す
か
。

全
国
平
均
で
み
ま
す
と
、
約
一
分
五

十
秒
ご
と
に
、
一
般
住
宅
や
事
務
所
、

店
舗
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
侵
入
ド
ロ
ボ

ウ
の
被
害
に
あ
い
、
一
件
当
り
約
十
万

円
の
損
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
侵
入
盗
に
は
三
つ
の
犯

罪
手
口
が
あ
り
ま
す
。

空
き
巣
＝
…
昼
間
、
留
守
の
間
に
侵

入
す
る
。

忍
び
込
み
…
夜
間
の
就
寝
時
に
侵
入

す
る
。

居
空
き
…
…
在
宅
時
に
侵
入
す
る
。

わ
が
家
の
防
犯
チ
ェ
ッ
ク
を
お
忘
れ

な
く
～
。

○
ち
ょ
っ
と
の
留
守
で
も
必
ず
戸
締
り

を
し
、
隣
近
所
に
留
守
を
頼
み
ま
し
ょ

ー
つ
。

○
合
い
カ
ギ
は
必
ず
身
に
つ
け
、
新
郎

受
け
や
牛
乳
箱
な
ど
に
入
れ
た
ま
ま
に

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
出
入
口
、
窓
な
ど
は
、
し
っ
か
り
し

た
戸
締
り
を
し
、
補
助
錠
を
つ
け
た
「

ワ
ン
ド
ア
ー
・
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
家
の
戸
や
窓
に
は
、
開
け
る
と
鳴
り

出
す
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」
や
「
防
犯
ベ
ル

」
を
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

物
乱
用
の
有
害
性
、
危
険
性
を
教
え
ま

し
ょ
ス
ノ
。

シ
ン
ナ
ー
は
脳
の
中
枢
神
経
を

直
撃
す
る
／

最
近
の
少
年
非
行
の
特
徴
は
、
中
・

高
校
生
に
よ
る
「
遊
び
型
非
行
」
や
「

低
年
齢
化
」
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
万
引
き
や
乗
物
盗
が
ふ
え
て
い
ま

す
が
、
非
行
は
病
気
と
同
じ
よ
う
に
必

ず
兆
候
が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
持
ち
物
に
気
を
配
り
、
覚
え

の
な
い
衣
類
や
品
物
を
持
っ
て
い
な
い

か
、
友
達
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
、
遊

び
に
出
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
き
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
万
引
き
し
た
品
物
は
、
衣
料
品
、
レ

コ
ー
ド
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
が
多

く
、
盗
品
の
ほ
と
ん
ど
は
自
宅
に
隠
し

て
い
る
の
で
、
子
供
の
持
ち
物
に
注
意

し
ま
し
ょ
，
つ
。

○
盗
ん
だ
自
転
車
な
ど
は
自
分
で
乗
り

回
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
子
供

の
乗
り
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
の
悪
書
を
自
宅
に

持
ち
込
ま
ず
、
白
の
ポ
ス
ト
に
投
棄
し

ま
し
ょ
う
。

○
ス
ー
パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
不
審

な
少
年
を
見
か
け
た
ら
、
「
愛
の
一
声
」

を
か
け
て
万
引
き
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ

ま
し
ょ
う
。

少
年
が
乱
用
し
て
い
る
薬
品
で
は
、

シ
ン
ナ
ー
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す

シ
ン
ナ
ー
の
入
手
先
と
し
て
は
、
友

人
か
ら
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、
家
庭

内
で
も
、
シ
ン
ナ
ー
、
ゴ
ム
の
り
、
ポ

ン
ド
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
子
供
の
持
ち
物
、
友
人
関
係

に
は
十
分
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
の
動
機
は
、
好
奇

心
か
ら
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
子
供
の
衣
服
や
身
体
か
ら
シ
ン
ナ

ー
等
の
乱
用
の
兆
候
を
感
じ
た
ら
、
薬

、
く
く
三
三
、
く
く
三
≡
、
ノ
1
1
1
－
…
1
－
・
、
く
く
．
1
≡
1
ノ
1
く
．
三
三
1
ノ
～
′
ヽ
≡
≡
1
く
く
…
≡
1
く
く
三
三
1
ノ
ン
1
≡
≡
1
ノ
1
′
～
≡
Ｆ
ｌ
く
く
1
－
≡
ｒ
、
く
ｒ
ｌ
≡
≡

覚
せ
い
剤
犯
罪
を
な
く
そ
う

覚

せ

い

剤

は

体

を

破

滅

さ

せ

る

ア
へ
ン
、
ヘ
ロ
イ
ン
は
麻
薬
だ
か
ら

恐
ろ
し
い
が
、
覚
せ
い
剤
は
麻
薬
で
は

な
い
か
ら
恐
ろ
し
く
な
い
と
思
う
の
は

危
険
で
す
。

麻
薬
は
、
中
枢
神
経
を
に
ぶ
ら
せ
て

運
動
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
お
さ
え
る

働
ら
き
を
し
ま
す
が
、
覚
せ
い
剤
は
逆

に
中
枢
神
経
を
興
奮
さ
せ
て
、
活
動
力

を
増
す
働
ら
き
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
に
共
通

し
て
い
え
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
強
い

習
慣
性
を
持
ち
、
一
度
使
用
す
る
と
自

分
一
人
の
意
思
で
は
や
め
ら
れ
な
く
な

り
、
し
か
も
使
用
量
が
次
第
に
多
く
な

っ
て
や
が
て
体
を
破
滅
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。

ｒ

覚
せ
い
剤
欲
し
さ
に

犯

罪

を

起

す

一
度
、
覚
せ
い
剤
を
使
用
す
る
と
、

続
け
て
党
せ
い
剤
を
使
う
よ
う
に
な
り

ま
す
。
覚
せ
い
剤
を
注
射
す
る
時
に
使

用
す
る
量
は
、
耳
か
き
一
杯
で
約
〇
・

〇
三
グ
ラ
ム
で
す
が
、
値
段
は
一
万
円

位
す
る
高
価
な
も
の
で
す
。

こ
れ
を
毎
日
二
、
三
回
使
用
す
る
と

仮
定
し
ま
す
と
、
毎
日
二
、
三
万
円
か

か
り
ま
す
か
ら
、
僅
か
な
給
料
で
は
と

て
も
足
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
覚
せ
い
剤
を
使
っ
て
い

る
人
の
中
に
は
、
覚
せ
い
剤
代
金
を
得

る
た
め
に
、
強
盗
や
恐
喝
な
ど
の
犯
罪

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
自
分

の
家
か
ら
家
財
な
ど
を
持
ち
出
し
て
、

換
金
し
て
家
庭
を
崩
壊
し
て
ゆ
き
ま
す
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全
校
あ
げ
て
交
通
安
全

猪
　
熊
　
小
　
学
　
校

車
の
増
加
と
と
も
に
交
通
事
故
も
増

え
、
特
に
子
供
と
お
年
寄
り
の
事
故
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
学
童
に
対
す
る
学
校
の
交
通
安
全
教

青
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
一
日
か
ら
十
日
間
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
、
そ
の
行
事

の
一
つ
と
し
て
日
頃
、
学
童
の
交
通
安

全
に
力
を
注
い
で
い
る
学
校
の
表
彰
が

あ
り
、
県
下
六
学
校
の
内
で
猪
瀬
小
学

校
が
、
福
岡
県
警
本
部
長
・
福
岡
県
交

通
安
全
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
五
月
二
十
九
日
に
も
、
全

校
を
あ
げ
て
学
童
の
交
通
安
全
を
推
進

し
た
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
な
く

す
福
岡
県
民
運
動
本
部
長
賞
　
（
本
部

長
　
亀
井
福
岡
県
知
事
）
を
受
け
て
い

ま
す
。猪

熊
小
学
校
で
は
、
新
入
生
の
歩
行

訓
練
を
始
め
、
各
学
期
始
め
に
は
二
週

福　岡　県　警　本　部　長賞

福岡県交通安全協会賞

父兄の協力で、出来あがった交通公園。今後、学童の

交通安全教育に役立つことでしよう。

間
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
地
交
通
指
導
、
警
察
署

に
よ
る
交
通
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
校
舎
内
の
廊
下
に
は
、
目

で
見
る
交
通
指
導
図
を
掲
示
し
、
毎
日

交
通
安
全
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
校
舎
横
に
は
、
交
通
公
園
（

模
疑
コ
ー
ス
）
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
父
兄
の
芳
志
で
作
ら
れ
た
も

の
で
、
今
後
の
学
童
の
交
通
指
導
に
役

立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

交
通
安
全

意
見
発
表
会

九
月
十
八
日
、
折
尾
警
察
署
管
内
の

中
学
校
、
高
校
の
生
徒
に
よ
る
交
通
安

全
意
見
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
校
は
、
中
学
校
十
四
校
・
十
四

名
、
高
校
六
校
・
六
名
。

優
秀
賞
に
は
〝
暴
走
族
に
対
す
る
私

の
考
え
″
と
題
し
て
意
見
発
表
し
た
、

水
巻
中
学
校
の
木
下
繁
君
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
優
良
賞
に
は
〝
交
通
事
故
に
つ

い
て
″
と
題
し
て
意
見
発
表
し
た
、
水

巻
南
中
学
校
の
吉
田
英
紀
君
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

県知事賞

大　村　泰　弘　君

動物愛護ス　ケ　ッ　チ

今
年
の
動
物
愛
護
週
間
（
九
月
二
十

日
か
ら
二
十
六
日
）
の
一
つ
と
し
て
県

や
県
獣
医
師
会
な
ど
は
、
小
学
生
を
対

象
に
「
ペ
ッ
ト
と
の
ふ
れ
合
い
」
を
テ

ー
マ
に
ス
ケ
ッ
チ
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ほ
ど
入
賞
作
晶
が
決
ま
り

ま
し
た
。

二
百
七
十
三
点
の
応
募
の
中
か
ら
、

見
事
、
県
知
事
賞
に
輝
い
た
の
は
、
み

ず
ほ
団
地
の
大
村
泰
弘
君
。

泰
弘
君
は
伊
左
座
小
学
校
の
六
年
生

県
知
事
賞
を
受
け
た

大
村
君
と
愛
犬
テ
ロ

家
で
飼
っ
て
る
〝
チ
ロ
が
心
地
よ
さ
そ

う
に
休
ん
で
い
る
姿
″
を
ス
ケ
ッ
チ
し

ま
し
た
。

泰
弘
君
は
、
日
頃
剣
道
を
し
て
い
る

明
る
い
子
で
、
家
で
は
テ
ロ
が
大
の
遊

び
友
達
。

二
十
三
日
、
大
野
城
市
の
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
た
「
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
で
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

水
巻
町
剣
友
会

年
代
別
選
手
権
大
会

第
一
回
水
巻
町
剣
友
会
年
代
別
選
手

権
大
会
が
、
九
月
二
十
三
日
水
巻
町
青

少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

2
0
歳
の
部
　
坂
尾
謙
三

3
0
歳
の
部
　
雲
田
信
幸

4
0
歳
の
部
　
入
江
　
弘

5
0
歳
以
上
　
下
田
寅
雄

福
岡
光
明
寮
入
寮
生
募
集

▽
募
集
人
員
　
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
科
、
二
カ
年
課
程
　
2
0
名

▽
入
寮
資
格

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
規
定
に

ょ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
者
で
、
満
1
5
歳
以
上
の
男

女
。㊥

中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。

⑨
視
覚
障
害
の
ほ
か
に
著
し
い
身

体
の
障
害
、
精
神
病
及
び
伝
染
性
疾

患
の
な
い
者
。

▽
受
付
期
間
　
1
0
月
1
日
か
ら
昭
和
5
8

年
1
月
末
日
ま
で

☆
詳
し
い
こ
と
は
、
遠
賀
福
祉
事
務
所

（

曾

6

0

1

・

2

1

2

1

）

又

は

、

役
場
社
会
課
民
生
係
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
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小
児
マ
ヒ
予
防
の

生
ワ
ク
投
与

▽
実
施
日
・
時
間

1
0
月
2
7
日
（
水
）

○
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

○
投
与
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
町
民
会
館

▽
対
象
児
　
生
後
3
カ
月
か
ら
4
8
カ
月

（
4
歳
）
ま
で
の
乳
幼
児
で
、
ま

だ
一
度
も
服
用
し
て
な
い
か
、
あ

る
い
は
一
度
だ
け
服
用
し
て
い
る

子
供
（
2
回
で
完
了
で
す
）
。

な
お
、
3
カ
月
か
ら
1
8
カ
月
の

問
に
服
用
す
る
の
が
一
番
望
ま
し

い
で
す
。

▽
注
意
事
項

○
当
日
は
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

○
前
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
問
診

票
を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。
問
診

票
の
な
い
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
当
日
の
朝
、
体
温
を
必
ず
計
っ
て

下
さ
い
。

○
問
診
票
に
は
必
ず
捺
印
し
て
下
さ

い
。

▽
次
の
子
供
さ
ん
は
服
用
で
き
ま
せ
ん

○
現
在
、
熱
が
あ
る
。
下
痢
を
し
て

い
る
子
供
。

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供
。

〇
一
カ
月
以
内
に
麻
疹
、
水
痘
、
耳

下
腺
災
な
ど
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
子
供
。

〇
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供
。

※
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種

▽
対
象
者
　
満
3
歳
以
上
の
人

▽
実
施
期
間

1

0

月

1

8

日

～

1

1

月

2

0

日

ま

で

▽
実
施
場
所
　
町
内
の
各
開
業
医
院
の

診
壕
時
間
内

▽
実
施
方
法
　
2
週
間
か
ら
4
週
間
の

間
隔
で
二
回
接
種
の
こ
と
。

▽
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
円
（
但
し

ワ
ク
チ
ン
代
に
つ
い
て
は
別
に
町

で
補
助
し
て
お
り
ま
す
。
）

但
し
、
小
中
学
校
の
児
童
及
び

就
学
前
の
子
供
、
生
活
保
護
世
帯

均
等
割
非
課
税
世
帯
は
無
料
に
な

り
ま
す
。

▽
注
意
事
項

接
種
を
受
け
る
方
は
、
役
場
衛

生
係
に
問
診
票
を
取
り
に
来
て
下

さ
い
。
な
お
、
一
般
分
は
各
医
院

に
も
お
い
て
お
り
ま
す
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
慢
性
疾
患
（
肝
ぞ
う
、
腎
ぞ
う
、

糖
尿
病
、
喘
息
）
に
、
か
か
っ
て

い
る
人
。

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
。

○
妊
婦
。

○
熱
が
あ
っ
た
り
、
特
に
体
の
衰
弱

の
ひ
ど
い
人
。

身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
へ

－
集
団
見
合
を
開
催
－

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
で

は
、
申
込
者
の
つ
ど
い
（
集
団
見
合
）

を
次
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
7
日
（
日
）

午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り

▽
場
所
　
福
岡
市
中
央
区
六
本
町
一
丁

目
二
～
二
二
「
福
岡
県
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
」

▽
参
加
費
　
不
要

▽
申
込
期
限
　
1
0
月
2
5
日
ま
で

☆
申
込
み
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、

福
岡
県
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
（
曾

0

9

2

・

7

5

1

・

3

2

3

9

）

　

へ

お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

鯉
口
団
地
募
集

募集戸数　7戸

●概算譲渡価額

1，967万円～2，129万円

●住宅金融公庫融資

790万円～810万円

●住宅ローン

890万円～1，020万円

●自己資金

87万円～119万円

（自己資金猶予制度利用の場合）

寄
付
の
お
礼

中
小
企
業
従
業
員
生
活
資
金
等
を
貸
付

帖Ⅲ

福
岡
県
内
の
中
小
企
業
に
働
い
て
い

る
方
が
生
活
費
、
医
療
費
、
教
育
費
、

冠
婚
葬
祭
費
、
ま
た
借
金
の
返
済
等
の

生
活
資
金
が
緊
急
に
必
要
な
場
合
に
、

県
が
無
担
保
・
低
利
・
長
期
貸
付
け
ま

す
。

☆
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
方

①
福
岡
県
内
に
本
社
の
あ
る
中
小
企

業
（
常
用
従
業
員
数
三
〇
〇
人
以
下
）

に
一
年
以
上
勤
続
し
て
い
る
こ
と
。

㊥
一
名
以
上
の
保
証
人
が
得
ら
れ
る

こ
と
。

☆
貸
付
け
の
条
件

（
短
期
貸
付
）
三
〇
万
円
、
貸
付
期

′

間
三
六
月
以
内
、
年
利
七
・
八
％

（
長
期
貸
付
）
五
〇
万
円
、
貸
付
斯

聞
六
〇
月
以
内
、
年
利
七
・
八
％

○
返
済
方
法
は
元
利
均
等
の
月
賦
返

済
で
す
。

☆
相
談
・
問
合
せ
先

福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

（
八
幡
駐
在
）
　
蜃
6
0
1
・
9
0

5

2

へ

。

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

立
屋
敷
　
故
大
根
キ
ヌ
ヨ
殿

大
根
末
広
殿

吉
田
二
　
故
杉
本
　
馨
殿

杉
本
光
子
殿

吉
田
団
地
　
故
植
村
華
人
殿

植
村
　
豊
殿

苫
田
団
地
　
故
栗
原
マ
サ
コ
殿

栗
原
繁
明
殿

●概算譲渡価額表

住 宅

番 号
型　　 式

土 地 面 積 建 物 面 積
偶 濱

価　 額

（珊 ）

㌫ 雲

（予定 ）

（璃 ）

自　　 己　　 賛　 金

ポ 坪 ポ 坪
一括弘の■

台（甲 ）

ロ ー ン等 を 利 用 す る 場 合

理会（万円以上） ローン削 万円以内）

1 － 3 公 9 5 － 2 Ｆ 2 60 ．9 4 78 ．93 95 ．66 2 8 ．93 2 ．129 79 0 1，3 39 31 9 1 ．02 0

2 － 1 ◎ 公 99 － 2 Ｆ 2 4 1 ．03 72 ．9 1 99 ．26 3 8 ，02 2 ．108 ′乃0 1，3 18 30 8 1 ，0 10

6 － 1 大 Ｚ Ｆ－ Ｉ 2 51 ．7 7 7 6 ．16 9 9 ．84 3 0 ．20 2 ．07 0 8 10 1 ．26 0 31 0 1 ．06 0

6 － 5 大 2 Ｆ－ Ｉ 2 56 ．0 5 7 7．45 99 ．84 3 0 ．20 2 ，06 8 8 10 1 ．2 58 30 8 95 0

6 － 10 ミ 2 Ｆ － Ｉ 2 54 ．4 7 76 ．98 93 ．56 2 8 ．30 1，96 7 7 90 1 ．1 7 7 28 7 89 0

6 － 1！ ミ 2 Ｆ－ 1 2 56 ，0 5 7 7．45 83 ．56 2 8 ，30 1，87 3 79 0 1 ．柑 3 29 3 890

8 － 1 ▲ ミ Ｚ Ｆ－ Ｉ 祁 9 ．74 81 ．60 93 ．56 2 8 ．30 2 ．02 4 79 0 1 ，23 4 294 94 0

′、・・へ
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昭
和
5
7
年
度
管
工
事

責
任
技
術
者
、
配
管
工
試
験

▽
受
験
資
格

ィ
、
責
任
技
術
者
試
験
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
五
年
以
上
給
水
装

置
工
事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る

者
（
但
し
、
管
理
者
が
適
当
と
認

め
た
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
な
い
）
。

ロ
、
配
管
工
試
験
を
受
け
よ
う
と
す

る
も
の
は
、
三
年
以
上
給
水
装
置

工
事
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
者

▽
受
験
の
申
込
み
方
法

受
験
願
書
の
一
部
に
写
真
二
枚
（

申
込
み
前
三
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

上
半
身
、
無
帽
、
正
面
向
、
縦
4
戊

横
3
戊
の
も
の
）
及
び
受
験
手
数
料

を
添
え
て
、
水
巻
町
役
場
水
道
課
へ

捏
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
験
願
書
の
用
紙
は
、
水

道
課
で
、
十
月
十
二
日
か
ら
十
月
十

八
日
ま
で
交
付
し
ま
す
。
（
郵
便
に
よ

る
原
書
の
請
求
は
受
付
け
ま
せ
ん
）

○
責
任
技
術
者
試
験
手
数
料

五
千
六
百
円

○
配
管
工
試
験
手
数
料

三
千
九
百
円

申
込
み
受
付
後
は
、
申
込
み
を
取

り
消
し
た
場
合
又
は
試
験
を
受
け
な

か
っ
た
場
合
で
も
手
数
料
は
返
還
し

ま
せ
ん
。

▽
受
付
期
間

1
0
月
1
8
日
か
ら
1
0
月
2
3
日
ま
で

○
平
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

○
土
曜
　
8
時
3
0
分
～
正
午

郵
便
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
し
ま
せ

ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

水
巻
町
役
場
水
道
讃
（
曾
2
0
1

・
4
3
2
1
）

日
時
及
び
場
所

種　 別 日 時 科　　 目 場　　 所 受付時間及び場所

第 責任技術者

昭和57年 9 時30分 （い水道関係法規 水巻町役場東別

9 時～9 時30分11月4 日 ～ （2潅含水装置工事 館

次
試
験

（木曜日） 12時30分 設計及び施工
ｌ

第 1 ・2会議室

配　 管　 工
昭和57年

11月 5 日
（金曜日）

9 時30分

ｌ

11時30分

実　技　試　験
水巻町役場横グ

ラウンド

9時～ 9時30分

雨天の場合は11

月 6 日

責
任
技
術
者
及
び

配
管
工
の
講
習
会

▽
日
時
　
川
月
2
8
日
（
木
〕

1
0
月
2
9
日
（
金
〕

午
前
9
時
川
分
～
午
後
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
役
場

東
別
館
第
一
・
二
会
議
室

▽
持
参
品
　
的
回
講
習
会
に
使
用
し
た

テ
キ
ス
ト
を
持
参
下
さ
い
。

県
民
手
帳
を
販
売

昭
和
五
十
八
年
版
福
岡
県
民
手
帳
を

販
売
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
万
は

役
場
産
業
課
へ
お
い
で
下
さ
い
。

（
価
格
）

普
通
版
　
　
二
百
六
十
円

大
型
版
　
　
三
百
五
十
円

行
政
相
談
所
を
開
設

十
月
十
七
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま

で
の
一
週
間
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

こ
の
過
間
中
の
行
事
と
し
て
、
当
町

で
は
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

役
場
・
県
・
国
な
ど
の
行
政
に
か
か

わ
る
仕
事
に
つ
い
て
相
談
ご
と
が
あ
る

方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

ら
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
　
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
「
町
民
会
館
」

○
当
町
の
行
政
相
談
員
は
、
高
松
団

地
の
鳥
谷
利
光
さ
ん
で
す
。
（
曾
2

0
2
・
0
5
6
0
）

○
行
政
相
談
制
度
の
お
問
い
合
せ
は

九
州
管
区
行
政
監
察
局
行
政
相
談
課

へ

　

（

曾

0

9

2

・

4

3

1

・

7

0

8

1
）

㌫二二二読

かとう　ゆうこ

加藤　祐子ちゃん
昭和56年11月12日生

（竺叢）さんの長女

伝い歩きが上手になり、いた　き

ずら好き。テレビから流れる音　…

楽に合わせて、体をゆすり喜ん　テ

でいる元気な女の子です。

（高尾団地4の1）
ｔｌ‾ｔ°ヽ▼ｔ．ｔ．．1…．ｌｔｔ°．ｐｔ．ｔｌ°ヽ′ｔｌ‘ｌ．ｌＨｔｌｌｌ．．▼

ふじ　　えいじ

藤　　英次ちゃん
昭和56年三12月31日生

（讐ず警）きんの次男

チョチ・チョチ、アパパなど

あいきょうをふりまく近所の人

ミ・気者です。「わんぱくでもいいた

…　くましく育ってほしい」が両親

ｉ　の願いです。（梅ノ木団地44棟）
．‾．．ｔＰヽ°．ｌ．ｌ°ｔ°ヽ．．ｌ．－．．．．Ｉ°ｌｐｔ▼．Ｉ．ｔ°－▼ｔｌ．ｌ．ｔ°ｔｌｔｌ′ｌ′ｔ

芦

屋

基

地

開
庁
記
念
行
事

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地

開
庁
二
十
二
周
年
を
記
念
し
て
次
の
と

お
り
開
庁
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

▽
と
　
き
　
　
1
0
月
3
1
日
（
日
〕

1
0
時
～
1
3
時
3
0
分

（
基
地
開
放
　
9
時
～
1
4
時
）

▽
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽
行
事
内
容

1
0
時
～
1
0
時
4
0
分

観
閲
式
、
祝
貿
飛
行

1
0
時
4
0
分
～
1
0
時
5
5
分

救
難
展
示

1
0
時
5
5
分
～
1
1
時
2
5
分

酉
空
音
楽
隊
ド
リ
ル
・
バ
ト
ン
ト
ワ

ラ
ー
展
示

1
1
時
2
5
分
～
1
1
時
4
0
分

ラ
ジ
コ
ン
展
示

9
時
3
0
分
～
1
3
時
3
0
分

航
空
機
等
地
上
展
示
、
文
化
作
品
展

チ
ビ
ッ
子
・
ヤ
ン
グ
広
場

当
日
は
基
地
を
開
放
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
ま
す

郵
便
貯
金
で

豊
か
な
住
み
よ
い
社
会

郵
便
貯
金
は
、
住
宅
の
建
設
、
公
害

の
防
止
、
生
活
環
境
の
整
備
、
中
小
企

業
・
農
林
漁
業
の
近
代
化
、
道
路
・
鉄

道
の
窪
設
、
文
教
施
設
の
拡
充
な
ど
に

融
資
さ
れ
、
あ
な
た
の
貯
け
た
お
金
は

国
民
の
福
祉
増
進
に
役
立
っ
て
い
ま
す
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⑧
　
（
水
巻
町
誌
か
ら
）

検
兄
と
与
四
郎
地
蔵
の
由
釆
　
そ
の
二

あ
与
四
郎
が
、
と
い
う
よ
う
に
皆
の
目

が
与
四
郎
に
そ
そ
が
れ
た
。
与
四
郎
は
四

国
の
産
と
い
う
こ
と
で
、
作
男
を
し
て
い

た
と
い
う
か
ら
、
年
も
ま
だ
若
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
与
四
郎
に
す
れ
ば
今
ま
で
親
切

に
し
て
く
れ
た
村
の
人
に
報
い
る
の
は
、

こ
ん
な
時
以
外
に
な
い
と
思
っ
た
か
も
わ

か
ら
な
い
。
ま
た
命
を
落
さ
な
い
で
目
的

が
達
成
さ
れ
る
成
算
が
あ
っ
た
か
も
わ
か

ら
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
命
が
け
で
あ

頃末の徳照寺裏山にある与四郎

の茎

酬Ⅲ腑

る
こ
と
に
は
違
い
な
く
、
決
心
も
よ
ほ
ど

固
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
そ
れ
で
は
与
四

郎
さ
ん
頼
み
ま
す
」
と
い
え
る
程
、
そ
の

場
の
空
気
は
甘
く
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な

か
っ
た
。
黙
っ
て
与
四
郎
に
手
を
合
せ
る

人
も
あ
っ
た
ろ
う
。
今
更
の
よ
う
に
与
四

●
●
ｌ
＿
＿
▲
▼
●
◆
ｌ
▼
●
●
ｌ
＿
°
ｌ
°
＿
ｌ
●
▲
ｉ
■
▼
●
◆
▲
▼
°
ム
▼
Ａ
＿
▼
，
’
°

郎
を
見
直
し
た
人
も
あ
っ
た
ろ
う
。
気
ぬ

け
し
た
よ
う
な
忘
れ
も
の
を
し
た
よ
う
な

散
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
夜
観
音
面
は
暗
か
っ
た
。
音
の
し

な
い
よ
う
に
、
幾
東
か
ず
つ
稲
東
を
山
に

隠
す
こ
と
に
成
功
し
た
よ
う
に
見
え
た

が
、
や
っ
ぱ
り
見
張
役
人
の
目
は
光
っ
て

い
た
。
今
一
束
と
稲
東
に
手
を
か
け
た

時
、
与
四
郎
は
自
分
の
後
に
役
人
の
気
配

を
感
じ
た
。
彼
は
逃
げ
る
こ
と
も
せ
ず
、

そ
の
場
で
斬
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
犠
性
的
な
行
為
は
ひ
ど
く
奉

行
を
感
動
さ
せ
た
ら
し
い
。
或
い
は
村
人

の
嘆
原
も
大
い
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
収
量
調
査
の
結
果
が
ひ
ど
く
同
情
に
価

す
る
程
の
不
作
で
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な

い
。
意
外
に
も
与
四
郎
の
罪
は
深
く
と
が

め
だ
て
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
年
貢
米
減

免
も
許
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
与
四
郎
の

あ
わ
れ
み

断
罪
は
ま
だ
若
い
独
身
の
彼
に
憐
憫
と
同

情
を
呼
び
、
そ
の
英
雄
的
行
為
は
村
人
に

感
動
を
与
え
た
。

慰
霊
の
た
め
に
観
音
面
に
い
っ
か
地
蔵

が
建
ち
、
与
四
郎
地
蔵
と
し
て
祭
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
与
四
郎
地
蔵
尊

の
伝
説
の
全
部
で
あ
る
。
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□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

ぉかの台昆

募集戸数　19戸

●概算譲渡価額

1，911万円～

2，215万円

●住宅金融公庫融資

780万円・790万円

●自己資金（頭金）

81万円～126万円

（自己資金猶予制度

利用の場合）

●住宅ローン

840万円～

1，110万円

●概算譲渡価額表

住宅
型　 式

土 地 面 積 建 物 面 積

ｌ●ｔ昔

ｔ　 ●

公　 ■

■貴会

自　 己　 資　 金

ｒげ 坪 ポ 坪

一括払

番号 ほ 円） 肪 用）
の篭合

（万円）

還 繍

1 － 1 1●ク 2 Ｆ－Ｉ 2刀 ．18 70 ．51 1飴 ．16 31 ．割 1．鋼9 7Ⅶ ＝ 5ｇ 2田 ＿ 8Ⅶ

1－2 ●ク 2 Ｆ－ 1 2 18 ．17 6 5．盟 即 ．飴 29 瀾 1，911 7部 1 ．121 28 1 8劇

1 －3 ▲公約 － 2 Ｆ 2釘 ．48 8 0．91 9 ．2 6 30 虻 2 ．2〔ｂ 7却 1 ．4 5 Ｊ上 1 ．1（沿

1 －4 ●公駈 一 2 Ｆ 25 1．糾 76 ．柑 訪 ．髄 28 ．幻 2 ．092 7∞ 1 ．3 12 312 1 ，的 〕

2 － 1 積 2 Ｆ－ 1 247 ．20 7 4．77 1肝 ．3 3 32 ．郎 2 ．169 7釦 1 ．3瑠 319 1 ．晒 ）

2 －2 ▲ナ ＺＦ－ 1 22 1 ．31 6 6．％ 1脚 ．糾 31 ，％ 2 ．059 ？郭 1 ．26 9 29 9Ⅶ

2 －7 ●十 ごＦ ｌｌ 2 52 ．66 7 5．壕 1恥 ．訓 30 ．寄 2 ．0第 7ｇ〕 1 ，3 肪 3Ｃｂ 1 ，0（氾

4 ”2 ●ウ 2 Ｆ－1 247 ．90 74 ．馳 1鳴 ．16 31，印 2 ，0 幻 7％ 1 ．3的 313 沖

4 －3 ツ 2 Ｆ－ 1 249 ．10 乳 価 1の ．5 0 31瀾 2 ．121 7釦 1 ．33 1 311 1 ．8祁

4 －5 ●公ｇ5－ 2 Ｆ 236 ．41 7 1，51 軋 6 6 28 ．氾 2 ．8 夏 ワ郎 1 ，ｍ 3旺 9Ⅶ

4 －6 ▲公璽卜て Ｆ 238 ．皿 7 1．潟 乱 2 6 30 ．位 2 ．0¶ 7的 1 ，2耶 3ｍ ｇ里

4 －7 公髄 － ＺＦ 訓 ．23 間 ．払 弘 ．66 2 8，幻 2 ．0 ㌘ 7 髄 1 ，257 2乎 9盟

5 － 1 ツ 2 Ｆ－Ⅳ Ｚか ．4 0 67 ．57 110 ．範 33．鵠 2 ，糾 7 7値 Ｉ．257 3ｍ 9畑

5 －4 ▲公105 －2Ｆ 2訂 ．46 7 5．簡 1（5 ．5 8 31 ．割 2 ．1張 7紛 1 ，4 16 3訪 1 ．0Ⅶ

5 －5 公95 － 2 Ｆ 25 2 ．52 7 6，立 範 ．6 6 28 ．幻 2 ．113 7即 1 ．33 3 313 1 ．8祁

5 け6 ●公ｇ5 － 2 Ｆ 239 ．8 8 72 ．知 乱 調 訊 ．幻 2 ，囲 7 7 的 1 ，2即 3釘 9餌

5 －7 ▲公ｇ9 －2 Ｆ 2側 ．57 昭 ．7 7 99 ．ａ 30．佗 2 ．0 即 7剖 1 ．3ｍ 即 7 1 ．0〔ｎ

6 － 1 ▲公1〔6 －2Ｆ 25 5．57 刀 ．刃 1伍 ．5 8 31．幻 2 ．2 15 7即 1 ．435 ラさ 1 ．1 10

6 －4 ▲公1随 一2Ｆ 239 ′幻 取 崩 1伍 ．田 31 ．幻 2 ，1繁 7細 1 ，3箱 316 1 ，0駈

有
段
を
目
指
し
て

出
題
　
武
宮
　
正
樹

自
先
　
黒
死
五
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
コ
ウ
に
な
ら
な
い
よ
う
黒
の
形

を
締
め
て
い
き
三
日
ナ
カ
手
を
ね
ら
う
。

十
分
で
解
け
れ
ば
三
級

五
分
で
解
け
れ
ば
初
段

■

○ ●

■

7　　5

・⑨ｅ
●●

●二

ｉｌｉｌ

□
編
　
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
1
！
4
3
2
ユ
）

（
前
号
の
正
解
）
自
1
の
ツ
ケ
か
ら
3
の
ソ
キ
ア

タ
リ
を
打
っ
て
、
5
と
り
タ
リ
白
7
が
決
め
手

黒
は
6
で
7
へ
打
ち
た
い
が
ダ
メ
ソ
マ
リ
で
打

て
な
い

□
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


